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は
じ
め
に

　

浮
世
絵
の
所
蔵
機
関
と
し
て
日
本
国
内
で
有
名
な
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
（M

useum
 of 

Fine Arts, Boston

）
に
は
、
歌
舞
伎
の
上
演
に
即
し
て
出
版
さ
れ
た
番
付
が
二
四
四
〇
点

程
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
〇
九
年
九
月
現
在
）。
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
を
始
め
と
す

る
、
数
千
点
も
し
く
は
万
単
位
で
所
蔵
す
る
日
本
国
内
の
所
蔵
機
関
に
は
遠
く
及
ば
な
い
点

数
で
は
あ
る
が
、
在
外
所
蔵
機
関
と
い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
最
大
規
模
の
歌
舞
伎
番
付
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
い
え
る
。
し
か
も
、
色
鮮
や
か
な
浮
世
絵
で
は
な
く
、
墨
一
色
の
細
か
な
文
字

で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
歌
舞
伎
番
付
を
、
海
外
の
所
蔵
機
関
が
こ
れ
程
に
所
有
し
て
い
る
事
は

注
目
に
値
す
る
事
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
歌
舞
伎
番
付
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
間
で
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
実
際
は
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
を
ご
く
少
人
数
の
研
究
者
が
目
に
す
る
事
が
で
き
た
だ
け
で
、
そ
の
全

貌
は
全
く
不
明
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
同
館
歌
舞
伎
番
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
化
と
公
開

は
、
演
劇
研
究
者
及
び
浮
世
絵
研
究
者
に
と
っ
て
長
年
待
ち
望
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
研
究
者
か
ら
の
切
望
に
応
え
る
た
め
、
同
館
が
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

の
所
蔵
浮
世
絵
版
画
作
品
の
画
像
と
デ
ー
タ
の
公
開
を
目
指
すJapanese Print Access 

and D
ocum

entation Project

（JPAD
P

）
が
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
立
命
館
大

学
の
赤
間
亮
氏
か
ら
の
協
力
を
得
て
二
〇
〇
七
年
に
顔
見
世
番
付
や
辻
番
付
と
い
っ
た
一
枚

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
歌
舞
伎
番
付

倉
橋
正
恵
（
立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構
ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
フ
ェ
ロ
ー
）
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要旨
　ボストン美術館には、歌舞伎の上演に即して出版された歌舞伎番付コ
レクションが所蔵されている。このコレクションについては、その一部
を少数の研究者が知るのみで、これまでその全貌は全く明らかにされて
いなかった。しかし、2007 年に行われた歌舞伎番付の再整理及びデジ
タル撮影と、その後のデータベース化により本コレクションの全貌や特
徴が明らかになった。この事を受けて、本稿では本コレクションを特徴
づけるものをいくつか取り上げて、その資料価値を検討しながら本コレ
クションの紹介を行う。

abstract
	 The Museum of Fine Arts, Boston (MFA) has amongst its collections 
a number of kabuki banzuke (illustrated playbills). Only partially known to 
researchers to date, the material had not been fully reviewed. However, that was 
changed by the Museum’s project to rehouse, catalogue, digitize, and document 
the MFA’s banzuke collection undertaken in 2007. Now we know much more 
about this material. This paper introduces the MFA’s kabuki banzuke, discusses 
their special characteristics, and assesses their value as source material.
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物
形
態
の
も
の
を
中
心
に
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
っ
た
。
こ
の
時
撮
影
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
画
像

は
、
現
在
同
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト(w

w
w

.m
fa.org/collections/search_art.asp)

で
公
開

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
文
中
に
同
館
の
登
録
番
号

を
付
し
た
。
同
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
検
索
す
る
際
に
は
、
登
録
番
号
で
検
索
す
る
事
が
現
在

の
と
こ
ろ
最
も
確
実
な
方
法
で
あ
る
。

　

筆
者
は
二
〇
〇
五
年
か
らJPAD

P

に
参
加
し
、
二
〇
〇
七
年
に
行
わ
れ
た
歌
舞
伎
番
付

の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
に
も
準
備
の
段
階
か
ら
関
わ
っ
た
。
具
体
的
な
作
業
と
し
て
は
、
登
録
番

号
や
資
料
の
状
態
を
一
点
ず
つ
確
認
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
別
置
し
て
あ
っ
た
重
複
分
の
歌

舞
伎
番
付
を
統
合
し
て
年
代
順
・
劇
場
ご
と
に
再
整
理
し
て
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
本

稿
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
に
よ
っ
て
得
た
同
館
所
蔵
歌
舞
伎
番
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
体
像

と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
一
枚
物
形
態
の
歌
舞
伎
番
付
を
中
心
に
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
な

が
ら
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
１　
歌
舞
伎
番
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
と
内
訳

　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
歌
舞
伎
番
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
現
状
の
形
態
に
よ
り
大
ま
か

に
二
群
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
第
一
群
は
、
冊
子
形
態
を
と
ら
な
い
一
枚
物
形
態
の
も
の
で
、

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
か
ら
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
の
江
戸
歌
舞
伎
の
顔
見
世
番
付
や

辻
番
付
が
中
心
と
な
る
。
こ
の
第
一
群
に
は
歌
舞
伎
番
付
以
外
の
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
内
訳
は
辻
番
付
一
三
五
九
点
、
顔
見
世
番
付
三
八
一
点
、
役
割
番
付
二
四
点
、
上
方
役

割
番
付
一
九
点
、
上
方
辻
番
付
六
点
、
上
方
絵
尽
の
表
紙
六
点
、
そ
の
他
一
五
点
と
な
っ
て

い
る
。
内
訳
か
ら
も
わ
か
る
様
に
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
江
戸
の
辻
番
付
を
中
心
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
辻
番
付
は
特
に
安
永
・
天
明
期
（
一
七
七
二
―
八
九
）
の
も
の
が
全
体

の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
辻
番
付
が
一
機
関
に
ま
と
ま
り
、
し
か
も
多
量

の
重
複
を
含
む
と
い
う
事
は
、
日
本
国
内
の
所
蔵
機
関
で
も
そ
う
多
く
見
ら
れ
る
事
で
は
な

い
。
十
八
世
紀
末
の
江
戸
歌
舞
伎
番
付
を
有
す
る
と
い
う
の
も
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
き

な
特
徴
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

　

こ
れ
ら
第
一
群
の
番
付
の
大
半
は
、
一
九
一
一
年
寄
贈
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ー
ジ
ス
・

ビ
ゲ
ロ
ー
（W

illiam
 Sturgis Bigelow

、
一
八
五
〇
―
一
九
二
六
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

成
り
、
残
り
は
一
九
〇
〇
年
遺
贈
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
パ
ー
キ
ン
ス
・
バ
ブ
コ
ッ
ク
（W

illiam
 

Perkins Babcock

、
一
八
二
六
―
一
八
九
九
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

（
１
）

ビ
ゲ
ロ
ー
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
明
治
期
の
日
本
で
活
躍
し
た
著
名
な
歌
舞
伎
研
究
者
関
根
只し

せ
い誠

（
一
八
二
五
―
一
八
九
三
）
旧
蔵
の
番
付
類
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ビ
ゲ
ロ
ー
の
日
本
滞
在
期

間
は
一
八
八
二
年
か
ら
一
八
八
九
年
迄
で
あ
り
、

（
２
）

こ
の
時
に
只
誠
は
ま
だ
存
命
中
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
只
誠
自
身
が
歌
舞
伎
番
付
を
手
放
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
恐
ら
く
、
只
誠
没
後

に
ビ
ゲ
ロ
ー
が
歌
舞
伎
番
付
を
何
ら
か
の
か
た
ち
で
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
群
は
、
現
状
が
冊
子
形
態
と
な
っ
て
い
る
絵
本
番
付
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
一
点
数
丁
か
ら
成
る
絵
本
番
付
を
二
・
三
〇
点
ご
と
に
綴
じ
た
計
三
七
冊

が
確
認
で
き
お
り
、
絵
本
番
付
の
総
数
は
六
百
点
程
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
旧
蔵
者
が
年
代
順
に
合
冊
し
た
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
。
第
二
群
の
中
に
は
絵
本
番
付

の
袋
二
点
、
江
戸
の
人
形
浄
瑠
璃
座
で
あ
っ
た
辰
松
座
や
土
佐
座
の
絵
本
番
付
四
点
、
歌
舞

伎
の
台
詞
本
で
あ
る
鸚
鵡
石
が
二
六
点
含
ま
れ
て
い
る
が
、
上
方
歌
舞
伎
の
絵
尽
は
全
く
含

ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
先
の
第
一
群
と
同
様
に
只
誠
旧
蔵
の
絵
本
番
付
群
が
含
ま
れ
て
い

る
。
只
誠
旧
蔵
の
絵
本
番
付
は
年
代
順
に
合
冊
さ
れ
た
計
一
二
冊
で
、
青
色
の
保
護
表
紙
に
、

「
壱
」
か
ら
「
拾
」
ま
で
の
巻
名
（
三
巻
の
み
二
冊
あ
る
）
と
所
収
す
る
絵
本
番
付
の
年
代

を
大
書
し
た
題
簽
が
貼
ら
れ
、
題
簽
の
下
方
に
は
「
只
誠
蔵
」
の
蔵
印
を
捺
す
、
と
い
っ
た

統
一
の
様
式
に
装
幀
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
第
二
群
の
番
付
に
関
し
て
は
デ
ジ
タ
ル
撮
影
が
ま
だ
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
時
間
的

な
制
約
も
あ
っ
て
完
全
な
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
加
え
て
、
現
在
整
理
が
行
わ
れ
て
い

る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
版
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
も
、
絵
本
番
付
が
ま
だ
何
点
か
紛
れ
込
ん

で
い
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。
第
二
群
の
番
付
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
と
、
版
本
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
全
体
の
調
査
結
果
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

	
	

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
歌
舞
伎
番
付



	
A

RT RESEA
RC

H  v
o

l.10

116

　
　
　
２　
岡
了
允
旧
蔵
顔
見
世
番
付
集

　

第
一
群
の
資
料
は
、
一
枚
ず
つ
そ
れ
ぞ
れ
に
登
録
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）

そ
の
群
中

に
、
全
く
同
じ
台
紙
に
貼
ら
れ
た
九
十
九
枚
の
顔
見
世
番
付
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

同
じ
台
紙
に
貼
ら
れ
た
顔
見
世
番
付
に
は
、
台
紙
・
本
紙
共
に
中
央
に
中
折
れ
の
跡
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
元
来
折
本
形
態
で
あ
っ
た
も
の
を
一
枚
ず
つ
に
解
体
し
て
現
在
の
状
態
に
し
た

事
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
同
種
の
台
紙
を
用
い
た
曲
亭
馬
琴
（
一
七
六
七
―

一
八
四
八
）
自
筆
の
讃
（
登
録
番
号11.28235

）〔
図
１
〕
と
、
只
誠
の
識
語
（
登
録
番
号

11.28234

）
も
そ
れ
ぞ
れ
に
一
枚
ず
つ
確
認
し
て
い
る
。
共
に
本
紙
中
央
よ
り
も
左
に
文

字
が
書
か
れ
、
馬
琴
の
讃
の
場
合
は
台
紙
裏
の
右
半
分
周
囲
に
、
只
誠
の
識
語
の
場
合
は
裏

の
左
半
分
周
囲
に
、
台
紙
と
は
異
な
る
材
質
か
ら
台
紙
を
剥
が
し
た
と
考
え
ら
れ
る
痕
跡
が

残
っ
て
い
る
。
馬
琴
の
讃
に
は
、

光
陰
逃
る
か
如
く
臆
病
口
に
似
た
り　

造
物
者
流
何
そ
楽
屋
を
見
せ
ん

吾
わ
か
ゝ
り
し
時
是
皆
得
意
の
も
の　

四
十
年
来
そ
の
人
い
く
は
く
も
な
し

名
人
売
切
申
候
切
落
札
に
お
な
し　

壮
衰
栄
枯
感
な
き
に
あ
ら
ね
と

古
人
を
ほ
め
て
今
人
を
貶
サ
は　

わ
れ
流
行
に
後
れ
た
り
と
い
は
れ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
斎
老
人
酔
墨
〈
曲
亭
馬
琴
著
作
堂
之
印
〉

と
あ
る
。
只
誠
の
識
語
に
は
次
の
様
に
あ
り
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
時
点
で
只
誠
の

旧
蔵
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。

此
顔
見
勢
の
は
む
附
二
さ
つ
は
馬
琴
所
持
な
り
し
を
今
ハ
予
か
蔵
と
□
□

（
筆
者
注　

二
字
判
読
不
明
）
于
時
慶
応
元
乙
巳
仲
春
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

只
誠
〈
只
誠
蔵
〉

こ
の
只
誠
の
識
語
に
よ
り
、
顔
見
世
番
付
集
が
二
冊
で
あ
っ
た
事
、
そ
し
て
先
に
示
し
た
馬

琴
の
讃
に
よ
っ
て
只
誠
は
こ
の
顔
見
世
番
付
集
を
馬
琴
の
旧
蔵
書
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た

事
が
わ
か
る
。

　

ま
ず
、
顔
見
世
番
付
集
が
二
冊
で
あ
っ
た
事
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
一
連
の
同
じ
台

紙
を
持
つ
顔
見
世
番
付
群
の
中
で
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
十
一
月
河
原
崎
座
の
顔
見

世
番
付
（
登
録
番
号11.27539

）
の
台
紙
左
隅
に
「
通
計
五
十
六
枚
」
と
の
墨
書
が
あ
り
、

図 1図２
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ま
た
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
十
一
月
都
座
の
顔
見
世
番
付
（
登
録
番
号11.28387

）

に
も
同
じ
く
「
通
計
四
十
五
枚
」
の
墨
書
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
枚
数
が
書
き
込
ま
れ
た
顔
見

世
番
付
は
、
元
来
二
冊
あ
っ
た
貼
込
帖
の
最
後
に
貼
ら
れ
て
い
た
顔
見
世
番
付
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
筆
者
が
確
認
し
た
九
九
枚
と
、
台
紙
に
書
か
れ
た
合
計
枚
数
一
○
一
枚
で
は

二
枚
の
不
足
が
生
じ
る
が
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
し
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
事
か

ら
、
先
の
只
誠
の
識
語
の
通
り
、
慶
応
元
年
時
点
で
は
二
冊
に
分
冊
さ
れ
た
冊
子
形
態
の
顔

見
世
番
付
集
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
馬
琴
の
讃
の
裏
右
半
分
に
残
る
何
か
か
ら

剥
が
さ
れ
た
痕
跡
は
、
折
本
の
表
紙
か
ら
剥
が
さ
れ
た
跡
で
あ
り
、
只
誠
識
語
の
裏
左
半
分

に
残
る
痕
跡
は
、
折
本
の
裏
表
紙
か
ら
剥
が
さ
れ
た
跡
と
考
え
る
事
が
で
き
よ
う
。

　

次
に
、
こ
の
二
冊
の
顔
見
世
番
付
集
が
馬
琴
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
只
誠
は
馬
琴
の
讃
に
よ
り
馬
琴
旧
蔵
と
考
え
た
が
、
馬
琴
が
残
し
た
『
著
作
堂

雑
記
』
に
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
記
事
と
し
て
、
次
の
様
な
記
述
が
あ
る
。

○
侍
医
岡
先
生
男
い
り
え
ぬ
し
懇
、
江
戸
雑
劇
顔
見
世
戯
単
集
帖
の
引
、
壬
午
二
月
廿

二
日
草
す
、

第
一
本
、
自
二

延
宝
一

至
二

宝
暦
一

、
賛
曰
（
中
略
）

第
二
本
、
自
二

明
和
一

至
二

安
永
一

、
賛
曰
（
中
略
）

第
三
本
、
自
二

天
明
一

至
二

寛
政
一

、
賛
曰

光
陰
逃
る
が
如
く
、
臆
病
口
に
似
た
り
、
造
物
者
流
何
ぞ
楽
屋
を
見
せ
ん
、
吾
わ
か

（
マ
マ
）

り
し
時
是
皆
得
意
の
も
の
、
四
十
年
来
其
人
い
く
ば
く
も
な
し
、
名
人
売
切
申
候
、

切
落
し
札
に
お
な
じ
、
壮
衰
栄
枯
感
な
き
に
あ
ら
ね
ど
、
古
人
を
ほ
め
て
今
人
を
貶

さ
ば
、
わ
れ
流
行
に
後
れ
た
り
と
い
は
れ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
斎
老
人
酔
墨

第
四
本
、
自
一

享
和
二

至
一

文
化
二

、
賛
曰　

　

ね
ず
み
木
戸
は
う
づ
ら
桟
敷
に
な
ら
ね
ど
も

　
　
　
　
　
　

い
く
た
び
か
は
る
花
の
顔
見
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曲
亭
馬
琴
狂
詠
並
書

　

右
四
本
染
毫
僅
塞
レ

譴
耳
、
此
非
二

吾
本
意
一

、
蓋
不
レ

得
レ

已
之
技
也（

４
）

　

こ
の
記
録
に
よ
り
、
岡
の
子
息
が
集
め
た
『
江
戸
雑
劇
顔
見
世
戯
単
集
帖
』
と
い
う
顔

見
世
番
付
の
貼
込
帖
四
冊
そ
れ
ぞ
れ
に
馬
琴
が
序
文
を
書
い
て
い
た
事
が
判
明
す
る
。
さ

ら
に
、
今
問
題
と
し
て
い
る
一
連
の
同
じ
台
紙
に
貼
ら
れ
た
顔
見
世
番
付
群
が
、
天
明
元
年

（
一
七
八
一
）
か
ら
文
化
十
四
年
の
も
の
に
し
か
見
ら
れ
な
い
事
、
そ
し
て
そ
の
年
代
が
『
江

戸
雑
劇
顔
見
世
戯
単
集
帖
』
の
第
三
本
と
第
四
本
に
合
致
す
る
事
か
ら
、
一
連
の
顔
見
世
番

付
群
は
、
馬
琴
の
旧
蔵
で
は
な
く
、
岡
と
い
う
人
物
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
は
『
江
戸
雑
劇
顔
見
世
戯
単
集
帖
』
第
四
本
に
所

収
さ
れ
て
い
た
歌
舞
伎
番
付
が
残
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
第
四
本
の
讃
と
し
て
あ
っ

た
は
ず
の
馬
琴
の
狂
歌
は
確
認
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
る
以
前
に
、

現
在
の
様
な
一
枚
ず
つ
に
解
体
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
っ
た
と
も
推
測
で
き
よ
う
。

　

要
す
る
に
、
岡
と
い
う
人
物
が
文
政
五
年
二
月
に
馬
琴
か
ら
揮
毫
し
て
も
ら
っ
た
顔
見
世

番
付
集
『
江
戸
雑
劇
顔
見
世
戯
単
集
帖
』
折
本
四
冊
は
、
慶
応
元
年
二
月
に
第
三
本
と
第
四

本
の
二
冊
だ
け
が
只
誠
の
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
際
第
三
本
も
し
く
は
第
四
本
の
裏

表
紙
見
返
し
に
只
誠
の
識
語
が
書
き
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
折
本
は
一
枚
ず
つ
の
状
態
に

解
体
さ
れ
、
第
四
本
の
序
文
と
し
て
あ
っ
た
馬
琴
の
狂
歌
の
一
枚
と
、
番
付
二
枚
が
欠
落
し

た
状
態
で
ビ
ゲ
ロ
ー
の
手
許
へ
渡
り
、
最
終
的
に
明
治
四
十
四
年(

一
九
一
一)

に
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
へ
と
収
蔵
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、馬
琴
に
揮
毫
さ
せ
た
「
岡
」
と
い
う
人
物
は
、小
児
科
を
専
門
と
し
て
『
小
児
戒
草
』

『
育
嬰
窺
斑
』
な
ど
を
著
し
た
岡
了り

ょ
う
い
ん允（
一
七
九
一
―
一
八
三
〇
）
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時

岡
了
允
が
江
戸
城
西
丸
の
侍
医
を
務
め
て
い
た
た
め
に
、

（
５
）

馬
琴
は
岡
の
事
を
「
侍
医
岡
先
生
」

と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
馬
琴
は
先
の
『
江
戸
雑
劇
顔
見
世
戯
単
集
帖
』
の
記
事
よ

り
少
し
前
に
、
岡
了
允
が
収
集
し
た
古
書
画
の
貼
込
帖
へ
序
文
を
寄
せ
た
事
も
記
し
て
い
る
。

○
拙
文
侍
医
岡
良
允
主
懇
集
古
画
帖
引
、
文
政
四
辛
巳
十
二
月
廿
日
日
（
マ
マ
）稿

良
医
は
敗
皷
の
皮
を
し
も
す
て
ず
、
好
事
は
反
故
の
余
り
を
も
秘
蔵
す
、
用
心
お
の

く
異
な
れ
ど
も
、
時
に
臨
て
得
が
た
き
物
を
、
誰
か
珍
重
せ
ざ
る
べ
き
、
さ
れ
ば
古

着
を
温
て
新
橋
を
知
る
、
柳
原
の
骨
董
店
に
古
書
画
の
掘
出
し
な
き
に
あ
ら
ね
ど
、
か

く
ま
で
あ
ま
た
集
ん
事
は
、
い
と
な
し
が
た
き
わ
ざ
な
る
べ
し
、（
中
略
）
俗
物
の
手

を
の
が
れ

く
て
、
好
古
の
家
に
籠
め
ら
れ
し
は
、
こ
の
く
さ

ぐ
の
幸
ひ
な
る
哉（
６
）

こ
の
馬
琴
の
序
文
か
ら
、
岡
了
允
が
好
古
趣
味
を
持
つ
人
物
で
、
精
力
的
に
古
書
画
を
収
集
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し
て
い
た
事
が
う
か
が
え
る
。
古
い
書
画
等
を
持
ち
寄
り
、
仲
間
内
で
閲
覧
し
考
証
を
楽
し

む
「
耽
奇
会
」
に
も
属
し
て
い
た
馬
琴
は
、
好
古
と
い
う
共
通
の
趣
味
を
介
し
て
岡
了
允
と

親
交
を
深
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
馬
琴
の
讃
に
は
、「
只
誠
蔵
」
印
を
含
め
て
四
種
の
蔵

印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
押
印
場
所
か
ら
考
え
て
最
も
早
い
段
階
で
押
さ
れ
た
と
推

測
で
き
る
長
方
形
朱
印
の
「
偸
閑
書
屋
蔵
」
印
〔
図
２
〕
が
あ
る
。
こ
の
「
偸
閑
」
と
い
う

号
に
つ
い
て
は
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
後
述
す
る
信
多
純
一
氏
所
蔵

の
貼
込
帖
『
観
古
襍
帖
』
中
の
延
宝
三
年(

一
六
七
五)

山
村
座
顔
見
世
番
付
の
横
に
は
、

求
版
の
い
き
さ
つ
と
再
板
の
動
機
を
記
し
た
識
語
が
摺
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
「
偸
閑
主
人
」

の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
識
語
か
ら
は
、
偸
閑
主
人
が
古
書
画
の
収
集

に
強
い
思
い
入
れ
を
持
つ
人
物
像
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
７
）

さ
ら
に
「
偸
閑
」
と
い
う
言
葉
に
注

目
す
る
と
、
文
政
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
岡
了
允
著
の
育
児
書
『
育
嬰
窺
斑
』
に
は
「
偸
閑
書

屋
蔵
板
」
と
あ
る
。
こ
の
種
の
書
物
が
作
者
自
身
の
出
資
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
る
事
例
は
よ

く
見
ら
れ
る
事
で
あ
り
、『
育
嬰
窺
斑
』
の
場
合
も
著
者
岡
了
允
自
身
に
よ
る
入
銀
に
よ
っ

て
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
偸
閑
主
人
」
と
は
岡
了
允
の
事
で
あ
り
、「
偸

閑
書
屋
蔵
」
印
は
、
岡
了
允
の
蔵
印
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
８
）

仮
に
、
偸
閑
主
人

が
岡
了
允
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、『
集
古
画
帖
』
序
文
に
馬
琴
が
記
し
た
岡
了
允
の
人
物
像
と

も
一
致
す
る
。『
江
戸
雑
劇
顔
見
世
戯
単
集
帖
』
自
体
は
岡
了
允
の
息
子
に
よ
っ
て
収
集
さ

れ
た
顔
見
世
番
付
の
貼
込
帖
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
貼
込
帖
の
保
管
は
恐
ら

く
父
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
３　
初
期
顔
見
世
番
付

　

近
世
期
の
江
戸
歌
舞
伎
で
は
、
原
則
的
に
役
者
は
一
年
契
約
で
座
元
に
雇
わ
れ
る
の
で
、

一
年
を
通
し
て
同
じ
劇
場
に
出
演
す
る
。
そ
の
一
年
の
年
度
始
め
は
十
一
月
の
顔
見
世
興
行

で
あ
っ
た
た
め
、
新
た
な
座
組
は
当
時
「
新
役
者
附
」
も
し
く
は
「
極
リ
番
付
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
顔
見
世
番
付
に
よ
っ
て
世
間
に
発
表
さ
れ
る
事
と
な
る
。
顔
見
世
番
付
の
最
古
の
も

の
は
、
覆
刻
版
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
延
宝
三
年(

一
六
七
五)

十
一
月
の
江
戸
四

座
の
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
初
め
の
歌
舞
伎
番
付
は

現
存
数
が
少
な
く
、
後
年
の
複
製
で
あ
っ
て
も
貴
重
な
資
料
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）

こ

の
時
期
の
も
の
と
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
は
、
左
記
の
番
付
を
所
蔵
し
て
い
る
。

延
宝
三
年
年
山
村
座
（
登
録
番
号11.27125

）

同
年　
　
　

市
村
座
（
登
録
番
号00.1683

、11.27107

）

同
年　
　
　

森
田
座
（
登
録
番
号00.1684

、00.1685

、11.27106

、11.27124

）

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
山
村
座
（
登
録
番
号00.1680

）

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
山
村
座
（
登
録
番
号00.1679

、11.27126

）

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
森
田
座
（
登
録
番
号00.1587

、00.1678

、11.27127

）

享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
市
村
座
（
登
録
番
号00.1676

）

同
五
・
六
年
頃
（
一
七
二
〇
・
一
）
市
村
座
（
登
録
番
号00.1677

、11.27128

）

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
中
村
座
（
登
録
番
号00.1675

）

享
保
二
〇
年(

一
七
三
五
）
市
村
座
（
登
録
番
号00.1673

）

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
河
原
崎
座
（
登
録
番
号11.27129

）

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
河
原
崎
座
（
登
録
番
号00.1671

）

宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
市
村
座
（
登
録
番
号11.27130

）

　

覆
刻
版
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
よ
り
遡
る
番
付
が
確
認
で
き
な
い
た
め
に
現
在
最
古
と

さ
れ
て
い
る
延
宝
三
年
の
番
付
は
日
本
国
内
に
も
か
な
り
の
数
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ス

ト
ン
美
術
館
で
所
蔵
す
る
三
座
の
も
の
も
全
て
覆
刻
で
あ
る
。
覆
刻
版
に
は
大
き
く
二
系
統

が
あ
り
、
染
紙
に
摺
ら
れ
た
国
会
図
書
館
蔵
本
系
（
以
下
「
国
会
本
系
」
と
す
る
）
と
、
版

木
と
紙
質
が
異
な
る
も
う
一
系
統
（
国
会
本
と
異
な
る
系
統
は
、
前
節
で
触
れ
た
信
多
氏
所

蔵
『
観
古
襍
帖
』
に
貼
り
込
ま
れ
た
延
宝
三
年
の
顔
見
世
番
付
と
同
種
で
あ
る
た
め
、
以
下

「
信
多
本
系
」
と
す
る
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
観
古
襍
帖
』
中
の
覆
刻
版
は
、
延

宝
三
年
山
村
座
の
顔
見
世
番
付
の
覆
刻
版
の
横
に
摺
ら
れ
た
「
偸
閑
主
人
」
の
識
語
に
よ
り
、

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
春
で
あ
る
事
と
、
偸
閑
主
人
が
手
に
入
れ
た
版
木
を
用
い
て
新
た

に
摺
っ
た
事
が
判
明
し
て
い
る
。（

（（
（

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
の
延
宝
三
年
の
山
村
座
は
信
多
本
系
、

市
村
座
の
二
点
は
信
多
本
系
で
は
あ
る
が
二
点
共
信
多
本
を
用
い
て
覆
刻
し
た
と
考
え
ら
れ
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浅
草
移
転
前
後
に
制
作
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
絵
図
三
点
（
全
て
ビ
ゲ
ロ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
）
を
確
認
す
る
事
が
で
き
た
。
一
点
目
は
、
小
出
伊
勢
守
下
屋
敷
図
で
あ
る
（
登
録
番

号11.28236

、
三
四
・
七
×
五
八
・
〇
セ
ン
チ
）〔
図
３
〕。
こ
の
絵
図
は
、
天
保
十
二
年

（
一
八
四
一
）
十
二
月
に
中
村
座
、
市
村
座
、
河
原
崎
座
の
三
座
に
対
し
て
浅
草
聖
天
町
の

小
出
伊
勢
守
の
下
屋
敷
地
へ
の
移
転
命
令
が
出
た
直
後
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
絵
図
に
は
淡
い
色
彩
で
屋
敷
内
の
様
子
と
屋
敷
の
周
囲
が
描
か
れ
、
所
々
に
建
物
な
ど

の
説
明
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
九
月
に
江
戸
東
京
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た

浅
草
今
昔
展
に
は
、「
芝
居
替
地
小
出
勢
州
中
屋
敷
之
図
」
と
墨
書
さ
れ
た
絵
図
が
個
人
蔵

と
し
て
出
展
さ
れ
て
い
る
。（

（（
（

筆
者
は
浅
草
今
昔
展
の
「
芝
居
替
地
小
出
勢
州
中
屋
敷
之
図
」

の
原
本
を
見
て
い
な
い
た
め
、
図
録
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
で
の
判
断
に
な
る
が
、
ボ
ス
ト
ン

美
術
館
蔵
の
絵
図
と
浅
草
今
昔
展
出
品
の
絵
図
で
は
、
後
者
に
「
芝
居
替
地
小
出
勢
州
中
屋

敷
之
図
」
と
い
う
題
が
追
加
さ
れ
て
い
る
点
と
、
画
中
の
説
明
書
き
が
少
し
追
加
さ
れ
、
そ

の
文
字
使
い
も
多
少
異
な
る
と
い
っ
た
程
度
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
屋
敷
内
の
建
物
な
ど

の
構
図
や
色
彩
が
近
似
し
て
い
る
。
旧
蔵
者
や
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
る
以
前
の
来

歴
を
探
る
た
め
に
も
、
興
味
深
い
資
料
と
言
え
よ
う
。

　

残
り
二
点
の
絵
図
は
、
猿
若
町
の
中
村
座
と
市
村
座
の
坪
数
を
記
し
た
区
画
図
（
登
録
番

号11.28238

、
三
〇
・
二
×
四
三
・
〇
セ
ン
チ
）
と
、
猿
若
町
全
体
の
絵
図
（
登
録
番
号

11.28239

、
三
〇
・
三
×
四
三
・
〇
セ
ン
チ
）
で
あ
る
。
両
絵
図
共
に
河
原
崎
座
が
描
か
れ

て
い
な
い
事
か
ら
、（

（（
（

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
五
月
に
開
場
す
る
こ
と
に
な
る
河
原
崎
座

が
浅
草
へ
移
転
す
る
前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
二
点
の
絵
図
は

既
に
『
東
都
劇
場
沿
革
誌
料
』
下
巻
に
「
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
」
と
し
て
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で

掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、（

（（
（

『
東
都
劇
場
沿
革
誌
料
』
中
に
は
絵
図
の
大
き
さ
や
同

館
の
登
録
番
号
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
本
稿
で
紹
介
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

以
上
の
様
に
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
歌
舞
伎
番
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
は
、
歌
舞
伎
番
付

だ
け
で
な
く
歌
舞
伎
の
周
辺
資
料
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
今
後
の
演
劇
史
研

究
に
活
用
さ
れ
る
事
が
期
待
で
き
よ
う
。

て
い
る
菅
野
邦
男
氏
本
と
同
種
の
よ
う
で
あ
る
。
森
田
座
の
四
点
に
つ
い
て
は
、
一
点
は
国

会
本
系
、
残
り
の
三
点
は
信
多
本
系
で
あ
る
。
こ
の
信
多
本
系
の
三
点
に
つ
い
て
は
菅
野
邦

男
氏
本
に
近
い
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
改
め
て
詳
細
な
検
証
が
な
さ
れ
る
事
を
待
ち
た
い
。（

（（
（

　

元
禄
十
四
年
と
、
宝
永
六
年
山
村
座
の
顔
見
世
番
付
も
覆
刻
で
あ
る
。（

（（
（

正
徳
二
年
森
田
座

と
享
保
五
・
六
年
頃
の
市
村
座
の
顔
見
世
番
付
に
つ
い
て
は
、
林
公
子
氏
が
同
板
の
東
京
芸

術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
を
用
い
て
、
贋
作
で
あ
る
事
を
検
証
さ
れ
て
い
る
。（

（（
（

元
文
二
年
河

原
崎
座
の
顔
見
世
番
付
は
、
版
元
が
「
中
村
屋
」
で
あ
り
、
座
組
も
実
際
の
も
の
と
は
一
致

し
な
い
事
か
ら
、
本
物
の
顔
見
世
番
付
が
出
さ
れ
る
よ
り
も
前
に
座
組
を
予
想
し
た
贋
番
付

と
み
な
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
宝
暦
元
年
市
村
座
の
顔
見
世
番
付
は
、
墨
摺
の
主
版
に
紅
と

草
色
の
二
色
を
用
い
た
紅
摺
で
あ
る
。
浮
世
絵
の
紅
摺
絵
も
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
か
ら

作
例
を
確
認
で
き
る
が
、
宝
暦
期
（
一
七
五
一
―
六
四
）
が
最
も
盛
ん
に
作
ら
れ
た
時
期
で

あ
り
、（

（（
（

宝
暦
元
年
と
い
う
時
期
は
紅
摺
絵
の
流
行
時
期
と
合
致
す
る
。
こ
れ
は
歌
舞
伎
番
付

に
色
が
摺
ら
れ
る
例
と
し
て
珍
し
い
事
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。
た

だ
、
色
の
保
存
状
態
は
非
常
に
良
い
も
の
の
、
番
付
自
体
の
破
損
や
虫
損
が
ひ
ど
く
、
そ
の

点
が
惜
し
ま
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
所
蔵
す
る
初
期
歌
舞
伎
番
付
の
大
半
は
覆
刻
と
贋
作

で
あ
る
。
し
か
し
、
一
つ
の
所
蔵
機
関
、
し
か
も
海
外
の
所
蔵
機
関
に
、
初
期
の
江
戸
歌
舞

伎
番
付
が
こ
れ
だ
け
の
点
数
を
ま
と
め
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
例
は
他
に
な
く
、
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
歌
舞
伎
番
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
国
内
外
の
様
々
な

所
蔵
機
関
で
所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
今
後
は
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
も
用
い
な
が
ら
番
付
の
複
雑
な
覆
刻
問
題
等
が
さ
ら
に
詳
細
に
検
証

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
４　
芝
居
町
移
転
前
後
の
浅
草
周
辺
絵
図

　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
歌
舞
伎
番
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
歌
舞
伎
番
付
以
外
の
歌
舞
伎

に
関
す
る
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
の
芝
居
町
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
岡
了
允
旧
蔵
顔
見
世
番
付
や
、
現
存
数
が
少
な
い
初
期
顔
見
世
番
付
、
さ
ら

に
番
付
以
外
の
歌
舞
伎
関
係
所
蔵
資
料
と
し
て
絵
図
を
取
り
上
げ
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
歌

舞
伎
番
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
江
戸
歌
舞
伎
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
、
江
戸
歌

舞
伎
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
心
に
な
っ
た
背
景
に
は
旧
蔵
者
が
影
響
し
て
い
る
事
を
確
認
し

た
。
さ
ら
に
、
他
の
所
蔵
機
関
に
は
見
ら
れ
な
い
稀
覯
番
付
や
資
料
を
多
数
所
蔵
し
て
い
る

事
を
示
し
て
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
。
所
蔵
点
数
か
ら
見
れ
ば
日
本
国

内
の
他
の
所
蔵
機
関
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
演
劇
史
や
浮
世
絵
研
究

に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

　

な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
も
の
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
ん
の
一
部
で
あ
り
、
不
完
全
な

ま
ま
に
調
査
が
中
断
し
て
い
る
絵
本
番
付
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
事
が
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
上
方
歌
舞
伎
の
番
付
や
、
歌
舞
伎
番
付
を
意
識
し
た
見
立
番
付
、
摺
物
等
に
つ

い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
後
稿
を
改
め
て
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

長
年
の
間
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
歌
舞
伎
番
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
を
目
に
す
る
事
の

で
き
た
幸
運
な
研
究
者
は
少
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
部
分
的
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見

た
者
が
持
ち
帰
っ
た
記
録
や
写
真
等
の
数
少
な
い
資
料
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
研
究
を
行
う

し
か
す
べ
が
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
不
確
か
な
情
報
に
よ
っ
て
、
時
に
は
様
々
な
混
乱
を
生

じ
た
事
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
在
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
整
理
し
直
さ
れ
、
一

枚
物
形
態
の
番
付
に
つ
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
撮
影
と
目
録
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
も
終
了
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
ウ
ェ
ブ
公
開
し
た
事
に
よ
り
、
資
料

の
閲
覧
が
従
来
に
く
ら
べ
て
格
段
に
容
易
と
な
り
、
現
地
に
赴
か
な
く
て
も
研
究
を
進
め
る

事
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

た
だ
、
現
状
で
は
目
録
の
情
報
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
内
の
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
十
分

に
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
館
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
し
て
い
る
検
索
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
詳
細
検

索
が
困
難
で
あ
る
事
も
否
め
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
誰
も
が
自
由
に
目
録
を
検
索

し
、
目
的
の
番
付
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
事
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

図 3
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同
館
と
連
携
し
な
が
ら
日
本
語
で
作
成
さ
れ
た
考
証
デ
ー
タ
を
同
館
管
理
の
収
蔵
品
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
へ
移
行
さ
せ
、
同
館
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
し
て
い
る
検
索
シ
ス
テ
ム
で
の
検
索
を
容

易
に
す
る
事
が
最
も
急
が
れ
る
課
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
上
で
も
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
歌
舞
伎
番
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
日
本
語
で
検
索
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
日
本
人
研
究
者
の
更
な
る
研
究
利
用

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〔
附
記
〕

　

本
研
究
は
、
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
歌
舞

伎
番
付
の
研
究
調
査
で
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
セ
ー
ラ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
氏
、
レ
ィ
チ
ェ
ル
・
サ
ン
ダ
ー

ス
氏
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
氏
、
ク
ィ
ン
タ
ー
ナ
・
ヒ
ー
ス
マ
ン
氏
（
現
学
習
院
大
学
文

部
科
学
省
研
究
生
）
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
。
馬
琴
の
自
筆
と
印
に
つ
い
て
服
部
仁
氏
、
服
部
直
子
氏
、

廣
瀬
千
紗
子
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
赤
間
亮
氏
、
野
口
典
子
氏
に
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
歌
舞
伎
番
付
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
提
供
を
受
け
た
。
記
し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表

し
ま
す
。

〔
注
釈
〕

（
１
）	

大
正
八
年
九
月
六
日
市
村
座
「
有
職
鎌
倉
山
」
の
辻
番
付
に
つ
い
て
は
、
ビ
ゲ
ロ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
年
よ
り
も
時
代
は
下
る
が
、
そ
の
収
蔵
経
緯
に
つ
い
て
現

在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
２
）	

セ
ー
ラ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
「
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
浮
世
絵
―
版
画
・
版
本
・
肉
筆
作
品
一
八
九
〇-

二
〇
〇
八
年
―
」（『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
浮
世
絵
名
品
展
』図
録
、平
成
二
十
年
、日
本
経
済
新
聞
社
）。

（
３
）	

本
来
三
丁
で
構
成
さ
れ
る
役
割
番
付
は
、
一
枚
の
台
紙
に
役
割
番
付
の
二
丁
目
と
三
丁
目
が
貼
り

付
け
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
は
こ
う
し
た
場
合
で
も
一
点
と
み
な
し
、
登
録
番
号
は

一
番
号
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）	

難
波
常
雄
・
神
戸
龍
造
・
文
伝
正
興
校
「
著
作
堂
雑
記
抄
」（『
曲
亭
遺
稿
』、
明
治
四
十
四
年
、

国
書
刊
行
会
）。

（
５
）	『
日
本
人
名
大
辞
典
』（
平
成
十
三
年
、
講
談
社
）。

（
６
）	

注
４
同
書
参
照
。

（
７
）	

信
多
純
一
「
師
宣
慕
効　

延
宝
三
年
江
戸
四
座
役
者
付
考
」（『
に
せ
物
語
絵　

絵
と
文
・
文
と
絵
』、

平
成
七
年
、
平
凡
社
）。
な
お
、
信
多
氏
は
同
論
文
の
中
で
、
お
茶
の
水
大
学
図
書
館
蔵
の
金
平

本
『
や
は
ぎ
合
戦
』
に
、「
偸
閑
主
人
戯
誌
」
と
署
名
さ
れ
た
文
政
四
年
六
月
の
識
語
が
あ
る
事
と
、

長
方
形
朱
印
の
「
偸
閑
書
屋
蔵
」
印
が
押
さ
れ
て
い
る
事
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）	『
日
本
の
蔵
書
印
』（
小
野
則
秋
著
、昭
和
二
十
九
年
、芸
文
社
）の「
蔵
書
印
使
用
者
別
一
覧
」で
は
、

「
偸
閑
書
屋
蔵
」
印
を
桑
野
萬
季
の
印
と
す
る
が
、典
拠
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
詳
細
が
不
明
で
あ
る
。

（
９
）	

赤
間
亮
「
江
戸
歌
舞
伎
の
初
期
顔
見
世
番
付
再
検
討
」（『
演
劇
研
究
会
会
報
』
十
九
号
、
平
成
五

年
六
月
）。

（
10
）	

注
７
論
文
参
照
。

（
11
）	

注
７
論
文
の
中
で
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
の
延
宝
三
年
山
村
座
の
顔
見
世
番
付
が
信
多
本
と
同
系

で
あ
る
事
、
同
年
森
田
座
の
顔
見
世
番
付
三
点
の
内
に
異
版
が
あ
る
事
を
信
多
氏
が
既
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
現
在
確
認
し
て
い
る
延
宝
三
年
森
田
座
の
顔
見
世
番
付
は
四
点
で
あ
る
。
国

会
本
同
版
本
は
登
録
番
号11.27124

の
一
点
、
残
り
の
三
点
は
信
多
本
系
で
あ
る
が
、
右
側
匡

郭
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
菅
野
邦
男
氏
本
の
特
徴
を
持
ち
、
染
紙
に
摺
ら
れ
て
い
る
の
が
登

録
番
号00.1684

と
登
録
番
号11.27106

。
右
側
匡
郭
部
分
が
破
れ
て
い
て
、
染
紙
を
用
い
て

い
な
い
も
の
が
登
録
番
号00.1685

で
あ
る
。

（
12
）	

赤
間
亮
「
江
戸
歌
舞
伎
の
稀
覯
番
付
」（『
演
劇
研
究
』
十
四
号
、
平
成
三
年
一
月
）。

（
13
）	

林
公
子
「
二
枚
の
江
戸
版
新
役
者
付
に
つ
い
て
」（『
演
劇
研
究
会
会
報
』
十
二
号
、
昭
和
六
十
一

年
六
月
）。
林
氏
は
同
論
文
中
の
注
②
に
新
役
者
付
の
所
蔵
一
覧
を
掲
載
し
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

蔵
は
元
禄
十
三
年
中
村
座
、
宝
永
五
年
山
村
座
、
正
徳
元
年
森
田
座
、
同
五
年
市
村
座
、
享
保
二

年
市
村
座
、
同
十
九
年
市
村
座
と
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
該
当
す
る
番
付
を
確
認

で
き
て
い
な
い
。

（
14
）	『
浮
世
絵
大
事
典
』、「
紅
摺
絵
」
項
（
国
際
浮
世
絵
学
会
編
、
平
成
二
十
年
、
東
京
堂
出
版
）。

（
15
）	『
浅
草
今
昔
展
』
図
録
、図
八
七
（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
編
、平
成
二
十
年
、浅
草
観
光
連
盟
）。

（
16
）	
登
録
番
号11.28239

の
絵
図
で
は
、「
木
挽
町
分
凡
二
千
坪
之
内
」
と
し
て
河
原
崎
座
が
移
転

す
る
場
所
は
示
し
て
い
る
。

（
17
）	『
東
都
劇
場
沿
革
誌
料
』、
図
九
三
（
国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
編
、
昭
和
五
十
九
年
、
国
立
劇
場
）。
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